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：吹少!f; }J父 I' ・ 公： h況似'.!'. I 又 I J判: }咀l
1978.2532 
,1, 詳
紙本杓色）JI湘．風装 6 1 11 1 1 隻
シュモ リ アン文術的 （ イギ リ ス ）
平成 2 1 介 '- 6 J J 5 11 ~平成 22 年 3 J J 25 1 
株式会ネ I : '!'・・ 11 I) し ii り訊
施 1 : J劫）り 1· 束犀都台束 1凶 I ・．野公園 13-9 束)仇 I ,q vｷ. 1ｷ, り物節内修復＃
皿構造等
寸法 ( lji.位はcm )
修復前 修復後
縦 横 縦
本紙第 1 扇 1427 54 2 1~2 9 
第 2 扇 1424 595 1129 
第 3 扇 lJ 2.0 598 1429 
第 4 扇 l!l2.8 59.8 1429 
第 5 扇 1422 598 142 9 
第 6 扇 1429 538 142 9 
第 1 ,._ 6 扇 346.9 
全体 1579 3627 1592 
2. イ I:梯 ・ 装「等
修復前 修復後
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下地骨 杉材· 木多 4オ ・ （ 」j .i;( I  1J'1'.:・ l 印Iり オゞ I . ;1処 ）
.1 .i.t: r黍 i令 I  1 )し糸家
囮木 ］且漆喰角緑 i伶 n11i ネ, , ,~さ 川 ィ (/ i'fi] 艮．
木材 （ 束り( I I 1}',:: 及称i オ' I 製 ）
飾金具 fり 'l':Jn「: J也!\靡i忍
f り ,I': 迪ヽ）-1-1 透紋謀 ','f 徳 t\鍮製（ 束凶( .
｝誌 :i~ 1-rn~ 似処）
散らし鋲 、11 1「; j也 ）し Jf; (! •'(. 負命
菱化透紋濃‘日：徳良鍮製 （ 束以 ． 呆公
I: fi!S 製 ）
悲;,:・ ~~ 」他WJ「刈 .' , !、H判 り ）， ':・糸 し
裏貼紙 虞 I :): 人以 g,J 1 地雀 邸）， 1:: 甜し 材!::ti)~氏 ;,;i; 1l1 ·,'(lll fiさ hけ
)f;(! 打:11 り l- 11 1 ) し i i' i" 、;: . 
肌裏紙 オ竹紙 悲;,:)こ； 砂＇＇お紙 ( 111支 1 ド 長谷川聡製 ）
増裏紙 梢紙 i竹甜( ( ネ/i';j,(;j ?J', 『 I 1  C義牙火製処 ）
下貼 り
梢紙 糸IllJ 11 甜((J!,J°· I 、:_ t/,U.'0 : 、", :: j』 i処 ）
骨縛 り
蓑掛 け 梢紙 糸I llJI I 糸氏 (Jｷ(,f I 、:. t闊，烏 況： j且i 歎~ )
蓑押さ え 梢紺し 糸I ll)! I 糸I~UliJ: I、·・ イ ,i'; r0:、',:: J直附赳 ）
上袋掛け 桔紙 朴f甜成 (t,'; l,Yi] 構j: 1 1 1 )岱禾火堺処 ）
下袋掛け 梢紙 朴布紙 （ 礼,; i,(;j り'lj: 1 11 ぷ~秋製 ）
蝶番 梢紙 糸11 1 JI I 舟~ U!.r I 、・． ・ 介'i'; ,I泣ャ＇：: ;LU:1処 ）
補修補紙 竹紙、 梢紙、雁）支紙 JrHi J文斤般 （ イ i"J 1 )JI I J/泰i l l1i11処 ）
厚み調整 悲i 及渾農係氏 ( 11皮 州 ↓支 1~JI  J f怒：↓処 ）
亀裂部補強 竹紙、 梢紙 、 ） nu文紙 悲!l濃紙 （岐 , ;:_ 」支 谷） II 聡製）
w 修復前の状況
. ,,j\紙には水が流1 したようなシミや経年の¥げ しが見 ら 1 し 、 1' 『1 JC,『には r-垢 の.'且ずみが認、めら i した 。
• 絵 」し の峨IJ )i.jW. 剥 落しに箇所があ っ た 。
虫担や欠担が多くあり 、 複数種の補紙が‘り てら れていに。
袖紙には本紙の 1 ';1.. 1様に介わせに ）JI I, 在がなされて いに。
． 袖彩の色が誤く 、 本紙にはみ出 している箇所があ った 。
圃 I (1 i に水の流れにような f怜j所があり 、 その如(1 i を拭き 収 って i I .-_ じに ような祖慟が認められた 。
に 、札廿低' i lS と 周 辺には）iく範間 に渡 って オ ー バーペ イン テ ィングがな さ れて い/...: ()
• 他裂、破れが多く 見 ら れに 。
本紙の如( 1 i に擦れが認、められた 。
衣 I (1 i に 1 1 I 濁した物質や）じる粒： r-が見 ら i しに 。
4ゞ甜(0) 糸I収 さ:· 11 や補紙に朴Jj/胤： i しが見ら i した ')
• 本紙の貼り込み位． 附がずオして 、各扇によにがる廿'i線が繋がつていなかっに ，｝
緑災がjlllj /(Ii 0) 外協 を 炭 って し‘ に 。
． 緑災の貼 る 位,;りがl 1\1i っておらず、訓 I(1 i 小法が各厨で 異な って v 、た ）
• 本紙の , 1 1闊が I ' ・ 地骨より仮1.j く、 ）釦呼に よ オ）り込んで し、な、‘し ヽ餃i) 奸があ っに ）
公貼 り に 、 エ： /:) 人 J ~- ,J I O)絵 」しが流オし ・浴ちた箇）りiが ，忍めらオしに 。




． 製木が角縁であるのに対し、丸縁の飾 り 金具が 31酋所に川 い ら れていた 。
． 製木に欠オH部があり、補修の跡が認めら れた 。
V 修復方針
!,::-:i腎者である 束京文化財研究所の担 , 1 , 者 を交えて所蔵館の担当者と話し合い 、 以下の修復方針 を確忍
した 。
1) }JII "在のある 袖修紙は、除去することでfri山 の 印象が変わることが予想 さ れたため、除去せず夕灼
- ととする 。
2 ) オ ー バーペ イン ト を 除よすると 、 本紙の担似や 1りれが 11 立ち鑑賃の妨げとな ることが予想 さ れ Z
ので、視状のままとする 。
訓 I  I の 無地の部分 を梢極的にク リ ーニ ングすると 、 ＇ドj れの除去 11f 能 な ,:·,;j所と 、 tりれが既に定沿 し
ている仰暉 との差が修似洲 より I I, クつため 、 柏杯的 なク リ ーニ ングは1 iわない。
4 ) ノ ぐッ チテス ト の斜諜、 訓面に付ぷi し た i1 1 濁物質は水に浴け i廿 さ な し ヽことが刊明 した 。 i11 濁物質だ
け を安令に除去することは叫誰であり 、鑑Ji の妨げにもな っ て い な い ところから 、除去は行わず
視状のままとする 。
） 訓側の人り ）毛背付近の絵具が剥裕し て 、他の箇所に移動 して付ぷi している箇所は、安令に収り除
＜こと が囚難であるため、祝状のままとする 。
V1 作業工程
1 修復 I府の出録 ・ 間査
・ 寸法や祖1紘I)譴などを出録し、詳細に 'Ij真撮影を行 っ た
・ パ ッ チ テ ス ト を 行い、 絵 j し の応牙'i 具合や汚れの移動状況 を 0)/ij べ 、 修似の作 業順）ド や ））1去 を 検叶
応
2. /J(風装の仰（休①
JC, 呼 を 切 り腐w して 1 扇 ごとにした 。
絵具の剥裕 11 ·. め①
・ 絵具が剥翡m また は浮き Iがつ て い る 1:奇所に、膠水溶液 3 % を注人し 、 軽く圧し て接沿した 。
4. ク リ ーニン グ
・ 絵具 名IS分に 、室礼仙の濾過水 を硲布 し、吸収紙に［りれを吸いとらせて、これを除L した 。
絵具の剥落 化め②
・ 絵具 i'i l S分に表面から膠水溶液1~2.5% を娯布 し剥落止めを行っ た 。 剥落．止めは膠の種類や涙炭、作菜
力怯を允分検討した上で選択 、 調整して行い、定党が見 ら れるまで部分的に繰り返した 。 その後
允分に乾媒の期間 をもうけた 。
6. 絵具の1足生
• 本紙の取り外しや襄打 ち紙除去作巣が安全に行え る よう、亀裂 、 剥落の危険のあ る箇所に、化繊紙
を布洵苔で貼 り 付けて養生 した 。
7. 屏風装の解体②
• 金具、 製木 、 尾背、 表装裂地 を取り外したの ち 、 本紙を下地骨 より取 り 外した。
1 Jl) し裏紙の除去
• 本紙裏而よ り室濫の濾過水を用いて湿り 気を与え、旧肌裏紙を除去 した 。
9. 111袖修紙の調整および除去
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·JJ11 "在のある袖修紙について、欠祖部より人き< 'り てられていた箇所の本紙との重なりによ って i I .-_ じ
る jl凶みが極）Ji'府かとなるように［翡格しに。
加惰のない補修紙は令て除上した 。
10. 糸I湘 ぎ 11 の糊n・．し
・ 継 ぎ 11 の梱消l目し箇所に、新糊をn し て 」妾ぷt した 。 新粘月には i I・：迷糊 （小 友粉澱粉糊）を使） ll した 。
且 新規補紙
• 本紙と l1iJ 質で風介いの近い雁皮紙を袖修紙に選定した。
• 本紙欠 」比\府 に 、 ク叶比)il S の形より - 1111 り人 き く 切 り抜いた袖修紙の周縁を 削 って ‘り て 、本紙 との 屯 な
りによ って小 じる ）ばみが極）Jiり＇！： かとなるよう 記慮 した 。
12. 亀裂: i偏の祉噂
亀災 iり怜の如（旧こ 、 新糊を川 い 什~;状に薄）こ誤紙を ' 1 ,1 てて補強 した 。
13. 裟/j· )此 JJJ L 以: オ r
新糊を川 い、薄災濃紙で新規に）J L 公打 らをした 。 なお 、 本紙は薄く ド地の色の影脚を受けなし
に隙笑涙紙は矢市にて染めたものを川 いた 。
11. J見みの調整
• 本紙は過去の修似に際して 、相剥 ぎ に さ れにため、本紙の l厄みが極錨｝に汎;1 く なった似i所には 、 そ (J
如 (1i に 、 新朴Jj を 川 い て 薄災り農紙 を貼 って似み泄札冬をした 。
15. J-•; り公オ r
沿訃:i'i)J を 川 いて柘紙でい砂と打ちをした 。
16. ト ーニ ング
． 袖紙の箇所に地色合わせの ト ーニン グを施 した 。
17. 下地の作製
杉材にて骨本地、 製木を新調した 。
・ 新粛i] した骨本地に 、細 ） I I 紙に て骨縛 り 、 此掛け 、 此押 さえをし、紙蝶番 を付け て 八 1ll 1 JH風とした 。
枡紙にて ド袋掛け 、 Iｷ. 袋掛けをして 1:~ 1 山1 な 骨卜地 を作製 した 。
18. 衣装災·地の調吼冬
衣装裂地は、相 ）心 しい裂を新;-f)址 し 、新糾l を 川 いて梢紙でJj)L l)、し打 らをした 。
19. 裏貼 り 紙の作製
棺紙にて 2 11 1 1 の公打 ちを 1/ った染梢紙に 、 浪應で紋4兼を 1判り 、））[貼 り紙を作製しに 。
20. イ I : I: •f 
竹• ド地に、本紙、小緑 、 人緑、） 印呼 、），杯紙を貼り込んだ。
• 閲木、飾 り令n·n女 らし鋲を収り付けてイ I : !ｷ. げた 。
21. 修1以後の出録
• 修似後の 'Ij真·!1位彩、出録を 1 iｷ っ た 。
22. 喉l:<{1 ;-11 :: 0) イ乍）成
心録』,',] ,1[: や '1/兵 を 吼冬 J'I [ し 、 ti丈 ; 1;, 1:: を作成した 。
V1 特記事項
• 他災~ i';-1) に 如 (ii か ら ‘り てら れていに袖強紙が 11 立ら 、 ¢監‘且の uhげ となって いにので、新たな袖強紙の貼
＇）付 ↓ 月こ 際 して は 、 表 面 に段),\が出 ないよう 配),,訊し て紙の周緑 を 削 って ‘ り て た 。




図 l -l 第五． ・ 六扇 修復前
Fig. 1-1 fifth and sixth panels before treatment 
1-
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図 1 -2 修 1以後
fig. 1-2 /¥ lkr 11叫 1111 じ Ill
34 
I I 
図 1 -3 修復前第三．• 四扇
fig. 1-3 Third a nd 「o urth panels before treatment 
一
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図 1 -11 fl~ 復後




Fig. 1-5 f-irst and second panels before treatment 





i:X 1-7 jl多秒Wr JJ11'fi:1'.•;i 1 り「
吋 I.!. . I-7 1 3 じ 「o re treatment; Arca to which lines were applied 
!ｷx[ l-10 fl多移計炎 ( [,il;'fl\~介 ）
Fi!. 1-9 13r e ore1rea1mc111; .lo1nl which had dclam111a1cd Fig. 1-10 A Iler lrcatmcnl (The same area) 
Fig. 1-8 A l'tcr treatment; Old in Ii 1 paper to which I ines wじ rじ upp l i ed
were not removed but left as is. 
図 1- 11 修復前 貼り込み位骰がずれて、拙線がつながらない箇所 図 1- 1 2 修復後 （同部分）




j';l.j 1-13 fl参 秒Wi l ll ~Hlrりり
Fil. 1-13 13 じ ro rじ trじatm c nt ; Old ha じ k i nは p:rpじ r Fi g ・ 1 - 1 4 A nじ r trじallll じ nt ; Nじw l y prじ ria 心d baしk i ng pufJじ r
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図 1 - 1 5 修復 1ii/ ｷI; 金 ！し と 1l1 丸 金 ）し を IJl c jjj しに 1 1 1 飾り 金 j ( 図 1 - 1 6 /I厨以 後 新規金 l し
r:i g . 1 - 1 5 13 じ fo rじ I rじalm l: nt ; Fl.rt and round bras studs u sじd 1 0cじ lh じ r Fil!. 1-16 /\ llは I rじ； 11111 じ 111 ; N じw bras p i じじCS
40 
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• 本紙の貼 り込み位 -; ;,·,: が揃 っ ておらず、結呆、 第 3 扇 、 4 扉 、 5 扇にまたがる描線にずれが生 じて い
た 。 今 111[ の修似に際しては隣り合う各扇の絵が繋がる よ うに本紙の!!古 り込み位置を配慰した 。
・ 約 1 扇と第 6 扉では、小縁が本紙両而に大き＜被 っ ていた。 修復に際して 、 第 1 扇と第 6 扇の I' ・ 地骨
を 2.2cm仲ばして 、 縁裂の貼 り込み位i~り をずらし 、 縁裂に隠れていた部分を画面に 出 した 。
·111製木に貼 り付いていた姐箋は 、 取り外さずそのままとした 。
． 袖修紙選定の一助 となるよう、本紙裏而より極微趾の繊維を採取し 、 『， ＇り 知県立紙硲業技1術セ ノ
依頼し 、 紙質の検介を釘っ た 。 検脊の結呆、本紙紙料はJfif\ J支繊糾．：であることが判明 した 。
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Acrobatic Pe,.formance and Audienc 
1978.2532 
Unknown 
Format and Media: A six paneled screen, colors and gold on paper 
olection: The Ashmolean Museum, University of Ox 「ord. UK 
I. Treatment period, conservator, etc. 
reatment period: .lune 5, 2009 -March 25, 20 I 0 
Treatment undertaken by: Handa Kyusei-do, Co., Ltd 
ocation of Treatment: Conservation Room, Tokyo National Museum 
13-9 Ueno Park, Taito-ku, Tokyo 
皿. Structure of Object 
I. Dimensions (unit: cm) 
Before Treatment 
Masaki I landa 
Handa Kyusci-do, Co., Ltd 
/¥ftcr Treatment 
l lc1ght Width Height w叫h
Painting 
142 7 54.2 142 9 55.8 
First panel 
Second panel 142 4 59 5 142.9 59 8 
Third panel 142 0 59 8 142.9 59 8 
Fou1 Lh panel 142 8 59 8 142 9 59.8 
F1 「th panel 142 2 59 8 142.9 59.8 
S1xlh panel 142 9 53 8 142.9 55 8 
To しa l w1dlh 
346 9 350 9 
(panels 1-6) 
Enli1c Objccl 157 9 362 7 159.2 366.9 










Gold brocade with an arabesque flower 
patern on indigo blue background 
Gold brocade with an arabesque flower 
patern on light brown background 
Gold leaf paper 
Cedar 
Black lacquered square-edged frame 
Plain flat brass pieces 
Plain round bras studs 
Karakami paper with sparrow-roundel 
patern printed with mica on a gray pigｭ





Mino-osae I Kozo paper 
Uwahulwrokake I Kozo paper 
hitabukurokake I Kozo paper 
Hinges Koza paper 
In fi I paper Mend- Bamboo paper, Koza paper, Camp, pa-
1g paper per 
The adjustment of 
thickne 
Gold brocade with an arabesque flower 
with bird and butterfly pattern on dark 
blue background 
Gold brocade with scatered ara bcsqu じ
flower patern with lucky treasures on 
pale brown background 
Antiqued Gold leaf paper 
Cedar (made by Yamagishi Art Woodｭ
working Plant, Tokyo) 
Black lacquered round-edged frames 
Japanner: Ryoji Arioka (Kanagawa Pr1'ｭ
fee tu re) 
Wooden basis: made by Yamagishi /¥rt 
Woodworking Plant (Tokyo) 
Plain flat brown openwork bras pi じじじS
(made by Kimi shi 「o Izumi, Tokyo) 
Flowe r—shaped clipped dark brown 
brass studs (made by Kimishiro Izumi 
Hosokawa paper: made by Yoshimichi 
Fukushima 
Kozo paper: made by Yoshiaki M izota 
(Fukuoka Prefecture) 
Kozo p叩 pe r : made by Yoshiaki M izotc, 
Hosokawa paper: made by Yoshirnichi 
Fukushima 
Campi paper: made by Hitomi Kcit 
(Ishikawa Prefecture) 
Thin Mino paper: made by Satoshi 
Hasegawa 
IV. Condition before Treatment 
• ~tam s that appear to be water streaks and have been cause by aging were found around the painting_ 
The outer side of the hinges were covered with grime caused by over-handling. 
• Some of the paint pigments have peeled and flaked off. 
・ Many parts were affected by insect damage or missing, and were treated with multiple infil paper of 
I 
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various kind 
• Infill papers were painted over to match the images within the parnlrng. 
• The colors of the inpainting were dark and were extending onlo the painlrng 1 some part 
have been caused by at— 
erparntrng had been applied widely across th 
urrounding them. 
・ Many cracks and tears were found. 
• Damages due Lo abrasion were 「ound on the surlacc of the pa1nt1ng. 
・ Milky material and shimmery particles were 「ound on th e 「ro nt surfac 
• Delaminating was occurring at the joints and in fil paper on the painting. 
• The painting was pasted on unevenly, causing the lines on each panel to be out of alignment with each 
ther 
・ Border 「abric covered the edges of the painting. 
• The border fabric was pasted on unevenly and therefore the sizes or th 
• The painting was shorter in width than that of the wooden core and th e re 「o re was not reaching the hi ng-
es in some parts. 
• Pigments of the backing paper printed with mica had run 1n some parts 
• Spaces had formed where the 「ra m es were atached. 
• The lacquer of the frames had become discolored 
• While the frames are nat, three round metal ornaments were found in three pla 
• Parts of the outer wooden frame were damaged, and appear to have been mended. 
V. Treatment Plan 
The folowing treatment plan wa 
together with the project ma nage r 「rom th 
1Lh Lhc museum personnel in ch a r。~,
, Tok 
painlinl.! and crcal 
n
 
/¥s ilwould be dirricull Losa 「c l y remove only the milky m a te ri a l 、 a nd as the material is nol causi,w 
any unpleasant look, iL wi I nol be removed and l e 「la s i 
「 Lhe hin11es which have flaked or「 a nd become alached lo other 
areas arc di nicu It l il be left as, 
VI. Treatment Process 
I. Preーしrca tm c nt doc.:umcntation and cxaminat,on 
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ｷ::>izes and damaged areas were documented and detailed photographs were taken. 
・ A patch-testing was performed to discover how firmly the pigments are attached and how the grim 
has moved in order to determine the order of steps and methods of treatment to take. 
2. Disassembly (I) 
• The panels were separated by cutting the hinges. 
3. Consolidation of the paint layer (I) 
・ Areas in which pigments were peeling or lifting were bonded by injecting a 3% animal skin glu 
lulion and lightly pressing down. 
4 . Cleantn 
・ r. rim e on Lhe painted areas were removed by applying room-temperature filtered water to iL and abｭ
sorbing ilwith blotting paper 
5. Consolidalion of the paint layer (2) 
• The paint layer was consolidated by applying a 1-2.5% animal skin glue solution from the surfo,-, ヽ
The Lype and concentration of the glue as well as Lhe しreatment method were selected based on 岱,r,-­
「ul consideration, and were repeated in parts until 「ull adhesion was confirmed. Afterward, time was 
L aside to make sure the glue has fully dried. 
• ヽynth etic paper was applied to cracked and naked areas using seaweed paste to ensure that the r, -
moval of the painting and lining papers can be performed safely. 
7. Disassembly (2) 
・ After しhe brass pieces, the outer wooden frame, hinges, and the mounting 「abric were removed, th
painting was removed from the wooden latice cor 
Removal of old first lining 
• To remove the old first lining, the painting was moistened with room-temperature filtered water, 
which was applied from the reverse side 
9. Adjustment and removal of old mending paper 
• Regarding the pieces of old mending paper on which additonal lines had been applied, adjustment'ｷ 
were made to lessen, as much as posible, the thickness created because their sizes were lar!.cr than 
sizes of the mising area 
・ A ll mending papers on which additonal lines were not applied were removed. 
I 0. Inserting glue to joint 
• Joints that had I ifted were glued back together by applied wheat starch paste. For this, sho:fi,no「l
paste, which is a type of wheat starch paste, was used. 
1. New infil paper 
• Campi paper, whose quality and look are similar to that of the painting was selected to use for the 
new infil paper 
• Infil paper was cut slightly larger than the sizes of the mising parts of the painting. Their edg 
were shaved to keep the thickness caused by the overlap to as minimal level aspossible. 
12. Reinforcement of cracked areas 
• The cracked areas were reinforced by applying thin Mino paper that were cut in strips using wheat 
starch paste. 
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・ A new first lining made of thin Mino paper was applied using wheal starch paste. Since the canvas of 
the painting is thin, the thin Mino paper was dyed in yasha so as not Lo afect the appearance of th
painting. 
14. Adjustment of thickne 
・ As the painting was split into layers during a past treatment, some parts of the painting were cxtrem~-
「 these areas was adjusted by applying thin Mino paper onto the reverse sid 
using wheat starch paste. 
15. Application of subsidiary lrnrng 
・ A subsidiary lining made of Kozo paper was applied using wheat starch past 
16. Toning 
・ A reas to which infil paper was applied were toned Lo match the base color of the parntrng. 
17. Preparation of the core structure 
• New wooden core structure and frame were prepared using cedar 
• Honeshibari, minokake, and minoosae made with f-fosokawa paper were applied to the new wooden 
core. Paper hinges were applied to complete the piece into a six-paneled screen. I lukurokake made 
with Koza paper was applied to it twice, thus a sturdycore was structured. 
18. Preparation of the mounting fabric 
• Fabric appropriate lo be used as the mounting fabric is newly prepared./¥ first lining was attached t 
it using wheat starch paste. 
19. Preparation of decorative backing paper 
• Decorative backing paper (Karalwmi) was prepared by applying two layers of lining made o 「 Kozo
paper to a piece of dyed Kozo paper, and by printing paterns on itusing persimmon coated paper 
tenci I.
20. Finishing 
• The painting, inner border, border, hinges and Karakami paper were pasted onto the wooden cor 
structure 
• The 「r·ames, decorative brass pieces and studs were alached to complete the piece. 
2 I. Post-treatment documentation 
• Photographs were taken for post-treatment documentation. 
22. Compiling a report 
• The documentation and photographs were organized and a report was com pi le. 
VI. Notes 
• The infil paper applied on the reverse side o 「 th e cracked areas stuck out and created an unpleasant 
appearance. When applying new in 川 I paper pieces, their edges were shaved in order to prevent the apｭ
r the dif「crcnce in thi ckness 「rom showing throuuh onto the surfa 
• The paintings were auached unevenly, and therefore, the lines Lhal run across panels 3, 4, and) were 
OUL 0 「 a li gnment. During this treatment, the positons for alaching the painting were adjusted so that 
these lines came in alil!nment with each other 
L_ 
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• The inner border on panels I and 6 greatly covered over the images of the painting. These hidden area 
were uncovered by expanding the length of the wooden core structure by 2.2 cm and moving over th
position of the border fabric 
• The name tags atached to the old outer frame was not removed but left as is. 
• To help in the selection of mending paper, an extremely smal amount of fiber was removed 「rom Lh 
reverse side of the painting and sent to the Kochi Prefeclural Paper Technology Center to have the qua Iｭ
ily o 「 th e paper checked. Results showed that the paper of the painting was made of gampi. 
歌＜少lf:/j父,,- )';潅炉i(:u-x. 1J-1f, J!flし （アシ ； 1 ・ モ~ リ アン 災術館 ）
作品解説
修復報 ; 1 ;. '17 
束以 文イ tl!1 · 1iW1"t19i·
y !JJ 灰II [-
本竹：・ i'11 1 1 は人 11 11 ー隻の 訓 1 (1 j に 、囃[- Jiの軽快な祇促とともに 111 1 芸か披露さ れ る 様 ( と 、 それを ）介珊敷の緑
側や叩）、」 から 兄物する畑久［•の姿を す憐 < 。 pl1j 1(j 1 j 'ド分には 、 JJ;(: の I ·.端が札『かれており 、 11 11 公 n ,1i にらがJ);(
の 内 側、 つま り）咋敷の庭如で芸 を披鉗して い ることが小 さ れている 。 イ i より第 l · 2 J』 には佑、小政 、 ）ペ
妓の俣 者が札『かれ、軽快な囃 ［が紗湊さ オ しる様 ［か表されている 。 判i 2 扇 I  I 火には、小りJ r を 下にした
如化が舞し、歌う 姿が枯『かれ 、 I ' I しヽ被衣 をかぶり 、 t)ド色の J jlj 1 位 を ぶi して しヽ る 。 赤色地牡） 'j-J, l f 八'i: 令 伸'11] を火し
て いると 見 ら れ る 前 I]\ は 、久j'I : の /, : )Jで辿 1/. ちをする 111 1 ;..~r: 11 i の ）j砥且にも 詞 じ文様がり雁認できるため 、 1前j
いの衣装と 見なすことができる 。 第 31叫には、赤熊 を 被 っ た．．人 の 1 1 11 公噌 I ii が札『かれ 、 一 人は I  I のように
梢み 爪ねた．．． 力の , .で逆 Iグ．ちし 、 もう ・ 人は , •,':j い 4屯 に I ·會 っ て 両丁;_ を 放すポ ー ズを 収 っ て い る 。 筍 4 扇 カ
6 厨 には、蔀戸の I ·げ ら i した）冦敷が枯『かれ、 [-供か ら 年配 まで I · ・ ．人の 久刊：． たらが札『かれている 。 緑
側では 11 の 前で繰り広げられる 1 1 11 公を熱心に 少↓物する様 ［か表さオし、御簾の内 にも・：人の欠性が札『かれ
庭先に視線を投げかけている 。 多くの人物は 11 を 見 I)付 さ 、 I I を IJ/·.J いに火hりで枯『かれ、 緑先の少久は 11 11 立
に鷲いて）出既( I IJ姿の老久にしがみつくな ど、盛んに歓戸が I ·.がつ て い る賑やかな様 ［か‘火 さ れて い る 。
近 I I t初期風俗圃 において、本竹清んのように 一 人ー糾で 1111 芸が披露 さ れ る 様 f を 1蘭 いに例 としては、般I I
蛛舞が圃 , ,ii こ れ胄かれている 竹 ：・ i'11 1 1 がある 。 クじ例には）羹 j支 1 7 年 ( 1 6 1 2 ) ヒtJ 着 I : した名古）冦城本）し御殿対 I(1 i所
次之 I /IJ 束側襖絵風俗図に 1·i11『かれた t↓ 11 卜物小）外 の 村砂化 に 、 ,·.':j所に張 っ た網の I ·で逆立 ちをする ,jド熊の 11 11 ム' •:
i':1!i が札『かれている 。 そのほか「洛 I  I 1各外 1又 !).J- 1し．風」（林）j礼 災称i節蔵） や「四条河）j応舷楽 図）井風」 （ ボス ト ン
ヽ ，＇噌韻'(蔵）などに枯『かれる、 四条訓厭の小）冦 に , •,':j 々とそびえる柱から綱を急降ドする蜘蛛舞の姿が確忍
れて
い るものとして認熾でき 、 本作 i'州 のように放 I'・ 公を観罠する様 f を絵訓の j:_岨とすることは 、 めずらし
い作例 と ，［ える 。
)j 、 )j父 ド の公態を文献に確認すると 、 『御湯殿 1 ·. 11 , iじ』 ）く ii ·: 1 6 年 ( I !=58) 2 J J l I I の条に岱 I  I で蜘蛛
舞が披露さ オしたとしヽう 'J j. 例があり、）艇艮 ・ 応オII · ,此水期 ( 1 596 - 1 6114 ) のが: msの公琢や 1り池ti' の 11 心 など
には j邸内で放 I'・ 盗、蜘蛛舞 を披露させにと しヽ う 心 ' Jr.が散見 さ i し る 。 本作,'州 で は、 1 ', •: j¥., ヽ柱が pl1j 1(j 111 火: Iｷ. 蟷
を 突 き 抜けて おり、綱はないもの として 1· 111『 かれて い る のか、あ る いは p l川 （］の外に綱が張ら 1 していること
が想‘／じ さ れて いるのかは崖かではない。 本図の 1 1 11 公噌 i i i の ➔-i'i'i ''/ が どのような 公應 を ぷ して い るのか、 と し
う 1 廿 ! !叫に つ い て は 、以 I" ()) 史料が参名になる 。 『賓勝卿晶』 党水 4 年 (1627 ) 6 JJ l 1 1 し こ は 、 禁 I  I で蜘蛛
舞があり、 ,,,.りし 'f l : の I ·. で巳々の芸· がり妙柑 さ i し に 、 と しヽ う ］じ ' Ji.が確認で さ 、柱の公が綱を伝 っ て 」也 I ·. に降
り るばか り ではなかっ たことがわかる 。 ,'.' :j 所での 11 1 1 芸と しヽ う 、1 .' . 1: で 、 本作,'州 の耕j 'lj'. は蜘蛛舞の·種と兄な
しても人過ないであろう 。 さらに l, iJ 1 O) 催 しを別の史料 （『小似孝グ~1 i'i (l!J I I じ』 ） で は狐iii [- 舞と 礼蝕 ij している ぅ
芸能史(i)f究におしヽ ては 、 蜘蛛舞か ら 獅[-舞が発 I I ・：し 、 さ らに蜘蛛舞の 111 1 芸の介間 に訓 じら 1 し た 1 1 : I 『が歌
舞伎に発展 したとする 晶もあ る 。 本図で も筍 L hPi 1 i 蟷 の、烏 1 1 1 1 I f- に j支衿姿の男性はH. , i'l': 1 1i のようにも 見える 。
近 Ill: を 迎 えて 、 盗能の利頃'iや I'.?貨形態が様々に変化 し 、）~-足 1 炸l する I  I で、本図は その過渡期的 I汎i f JI~ 懇が
枯］かれて い ると 見 る こ とがで さる 。
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人物揺辱については 、 その輪部線は柔軟で、衣装の彩色や文様表現は過度な装飾性がなく、 1咽怜ti や紋
り染めの文様が簡潔に表されている 。 両 中 『1 1fj としてわずかにのぞき見える水墨山水の襖絵も 、 価i I (1 i 令イオ
の 中 で穏やかに調和している 。 党永期以降 、 多種多様な形式で盛んに制作された風俗画の中 でも 、 本作
i1111 はおおらかで古雅な匝風を保持しており、 17 世紀前半の制作と考え ら れる 。
なお、各扇の 間 は 、 塀、蔀戸や縁側 などの町線の連続が悪いところや、）笙根を支える垂木の 間 [IMか
定でない i~:1 $分があり 、 今 同の修似以前に、横幅が芳千詰められているものと見られる 。 また修似州］・ O);IF 
想では [llij [ (If の 両端の縁裂が余分にかかっていたため、今皿の修複では隠れていた部分の絵を表 I (1 i に 出
令休で Ll.2cm 松1輻が拡がっ た 。
参考・ 文献： ' .'f )至毅 『近 -w芸能·り'U. 業 史のNf究』 弘文堂 、 1985 年 9 月 。
Description of Artwork '19 
lcmhotic Pe,jom101ce one/ l1r!ie1ce 
'l"l,e lsh110/eo1 M11.1ｷe111. U11ii1ersi/\'r!/'O~/brd. UK 
Description of Artwork 
Tomok o し 111u ra 
ational Research In s titute 「o r Cultural Properties, Tokyo 
This is a six-paneled screen that shows acrobats pe r 「armin g to a lighthearted accompaniment o 「 mu s i ca l
instruments, observed by an audience o 「 women and children on the porch in the interior or a mansion. Top 
portion or a wal can be seen on the right h a l 「 o r the screen, showing that the performers are pulling on the 
how on the inside of the wal, in the yard or the mansion. 〇n the first and second panels from the right ar 
players of cheerful musical instruments or a nutc, hand drum and drum. At しh
is a woman who sings and dances while playing a ko/, <irik o, a clave-like folk instrument with two bamboo 
pieces beaten together. She wears a white ga rment しh a t covers her head and a red apron. This apron appear 
to be made of gold brocade with peony arabesque palern on a red background. As the same patern can 
be observed on the udenuki (tube-shaped pi 
ing on his hands on the left side of the woman, they are probably wearing match11g 
panel are two acrobats wearing red-haired wigs. 〇ne is standing on his hands atop a stack o 「 sma ll wooden 
"lands piled high like a mountain, and the other is on a high pole and has let go or bo しh hands. On th e 「ourth
through sixth panels are images of the mansion with its latice shutters pulled up, and thirteen females or 
arious ages, from children to elderly, peek through. Figures o n しh e porch are intently watching the perfor— 
mance taking place before them. Behind the bamboo blinds are three women looking toward the yard. Most 
r the figures have their eyes wide and mouths open, and a litle girl at the edge o 「 th e porch appears aston-
1shed by the performance and is holding onto an old lady in a nun's hood. The overal image shows a livel 
Another example o 「 a n early-modern genre painting in which acrobatics perform in pairs, much like in 
this painting, is a piece which shows a per 「o rm a n ce 0 「 kumomai (a type of show in which the performer 
moves across a th in rope I ike a spider). There is an earlier painting o 「 th e same subject mater cal led Genr 
which rs an acrobat wcarnw 
a red-haired wig standing on his hands atop a rope lied al a high place. Other painlin 
Rakugai zu byobu, Crnnd view q/Kyolo (1 layashibara Museum of /¥rt) and Pleasur 
rhed (Museum or f-ine Arts, Boslon) include images or k111onwi pe r 「a rm e rs making a sharp downward 
plunge along a rope 「rom a high pole on a hul in Shijogawara. These examples, howeve r ―、 s how scenes or 
such popular acts in a performance house only as a smal portion or the overal painlin 
work is considered rare as the scene of street per 「arme rs being viewed by an audience is depicled as its main 
ubjcct mater 
In searching through documentary records, on the other hand, an article in Oyudono no Ueno Nikki dated 
50 
February I st o 「 Tensho I 6 (1588) states that a kumomai was performed with in the imperial court. In the 
dairies of nobles and high priests in Kyoto during the Keicho, Genna and Kan'ei eras (I 596-l644) arc scvｭ
era I entries stating that they had acrobats perform houka-gei (juggling performance) and kumomai in しh e ir
places of residence. In this artwork, a tal pole cuts through the top center portion of the screen. IL is not 
clear whether there is no rope prepared at al, or a rope is available but is out of view. The folowing docuｭ
ments should be helpful inlearning what type of entertainment is being shown here. In Sukekatsu~ 11011ki i~· 
an article that slates Lhat on June I st inKan'ei 4 (1627), a kumomai was performed within the impe ri a l しO U rl 、
and various acts were displayed atop a tal pole, showing that lo slide down a rope is not the only trick don ハ
in a performance using a pole. Because the act is taking place at a high place, it is probably not incorect 
lo assume that the image in this artwork is a type of kumomai performance. Further, inanother docume nt、
Ozuki Takasuke Su/, <une no Ki, the performance that look place on the same date is confused with shishi11(1i 
(a lion dance performance). One theory in the study o 「 pe r forming art history states that kumomai evolved 
r「o m shishimai, and further, lryogen (traditional comic drama) which was performed in between k111011wi 
acts, later evolved into kabuki. Even in this artwork, the male figure on the right side of the first panel wcm-
ing an ehoshi (「orma l headwear for court nobles) and a long /wkama skirt looks like a kyogen actor. With 
Lhe approach o 「 th e early-modern era and through the various changes and evolution o 「 types a nd 「01'111 i. l lS 0 「
per 「ormances, the image in this piece can be seen as a per 「orm a n ce format going through a period o 「 t n,n s i ­
lion. 
The human figures are rendered in soft and supple outlines, while the colors and pallerns on the costumes 
are not overly decorative. The impressed metal foils and tic-dye patterns are shown in a simple style. Th 
landscapes painted in sumi ink on th e 介1suma (sliding doors) that are peeking through as an image within 
an image also ge n し ly harmonize with the overal piece. Even among the genre paintings which were じ re­
atcl in great volumes in a wide range of styles since the l<an'ei era, this artwork maintains a serene ,ind oldｭ
「a s hi oned style, and is considered Lo have been created during the first h a l 「 ofthe 17th century. 
The lines of the wal, laticed shutters, and porch arc out of alignment across the panels 1some partふ
and the spacing of the rafters that support the roof is uneven. The horizontal width of the piece is bc li じ V じd
to have been pushed together slightly at some point in the past. Additionaly, the bo rd e r 「a bric was 
r portions on the sides of the painting. During this treatment, the overal piece was expanded b 
in w i d しh lo alow the hidden portions to be revealed. 
Reference: 
Moriya, Takeshi. Research of Early Modern History of Pe⑮ rming arts in Japan, Koubundou, September 
1985. 
